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障害者就労促進チャレンジ事業「企業向け見学相談会」（共催：銚子公共職業安定所）を１１

月１８日にオンラインで開催しました。相談会では、高圧化工株式会社千葉工場（旭市鎌数）で

の障害者雇用の取り組みについて経営管理部次長の湯浅義之様にお話しをしていただきました。

今回、相談会の中ではみなさんが働く現場の様子を動画でお伝えしましたが、インタビューで仕

事についてや将来のことについてお聞きした内容をご紹介したいと思います。 

 

みんなのライフスタイル ～仕事と生活と未来と～ 

障害者就労促進 

チャレンジ事業 

（千葉県委託事業） 

障害のある人の就労を促進することを目的に、事業主及び障害のある人の双方

の意識改革を図るとともに、障害者就労支援機関と事業主等との関係の構築、

事業主及び障害のある人の「働く」ことへの理解を深めるために千葉県が実施

している事業です。 

根本さん ＜平成２７年から勤務開始して入社７年目＞ 

○高圧化工で担当している業務について教えてください 

塗装（蒸着）を行う製品を専用の器具に取り付ける作業をやって

います。毎日、時間をみて仕事をやっています。 

○これからの目標は何ですか 

 つらいこともありますけど、がんばってやりたいと思っています。 

加瀬さん ＜今年の８月から勤務開始して入社３か月＞ 

○入社してよかったことはありますか 

障害に対しても理解してもらえることです。私は、大きな音が苦手

なので“イヤーマフ”（周りの騒音などを防ぐ効果のある道具）の

着用について許可をいただいています。 

○これからの目標を教えてください 

 長く働き続けることと、任された仕事を自分の力で最後まで取り組

み、いずれは正社員として働きたいと思います。 

雇用に向け、初めに会社が行ってほしい業務や行える業務について就業センターにご相談がありまし

た。また、地域の就労支援機関と連携し、職場の見学や実習を経て雇用の判断をしていただきました。

雇用前の段階から会社側も本人や支援機関も長く働き続けられるように関わることが大切です。 

相談会では、湯浅様より障害者雇用を始めた経緯から定着に向けた取り組み、支援機関とのつながり

についてお話をしていただきました。会社内では、掲示物が足らない部分は随時追加して『見える化』

に取り組み、他の従業員と同じように接するよう意識されているとお話しされていました。今後の取り

組みとして、さらなる受け入れ態勢の整備や働きやすい職場環境（障害者も、一般従業員も働きやすい

環境）となり『もっと良い職場作り』に会社全体で取り組みたいとおっしゃっていました。 

 



千葉県最低賃金が改正されました 

令和３年１０月１日から「千葉県最低賃金」 

が時間額９５３円に改正されました。 

（従来の９２５円から２８円引上げ） 

最低賃金についての相談や詳しい内容について

は千葉労働局労働基準部賃金室または、最寄りの

労働基準監督署へお問い合わせください。 

  

                                                                      

９月１６日（木）に銚子公共職業安定所との共催でＺｏｏｍ

を利用したオンライン方式で開催しました。企業や支援機関か

ら４０名が参加し、『就労支援と生活支援の連携から「地域で

働き、私らしく暮らす」を考える』をテーマに千葉市中央区障

害者基幹相談支援センター管理者の伊藤佳世子様に、ご講演い

ただきました。重い障害のある方の就労に向け、制度の利用や

企業で働くための環境を構築した取り組みについてお話をい

ただきました。障害のある方が地域で働くことや、生活してい

くためには、関係機関が連携して関わり、「就業面」と「生活

面」をセットで支援することが必要だということの再認識がで

きたのではないかと思います。 

 
 

                

１０月２１日（木）に地域の就労支援に関わる支援者の支援

力向上と就労支援ネットワークの強化を図ることを目的とし

た就業支援者養成セミナーをＺｏｏｍで開催しました。今回

は、習志野市で障害福祉サービスの運営を行っている社会福祉

法人あひるの会の松尾公平様をお招きし『就労支援に必要なス

キルについて』をテーマに、地域における就労支援について意

見交換を行いました。 

松尾様からは「社会に出た際に、本人たちが困らないようにする生

活力、経験や体験の創出を大切にしている」などあかね園での職業準

備性を高める取り組みについてお話をいただきました。意見交換では

「生活力を高める取り組みの必要性があるものの、なかなか実践でき

ない。」と現在の各施設での課題や今後の取り組みについて実感がで

きたセミナーになりました。 

 

令和３年度 就業支援者養成セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 障害のある方の雇用と就業に関しての地域意見交換会  

～ ２０２１年も大変お世話になりました ～ 
就業センターへの相談は 

   年内  １２月２９日（水）まで 

   年明け  １月 ４日（火）から となります 

障害のある方からの就労に向けた相談や企業の方からの

障害者雇用や定着に向けた相談をお受けしています。 

お気軽に東総就業センターへお問い合わせください。 

講師 伊藤 佳代子様 

 今年の活動については、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、総会の

開催が延期となってしまい、その後の

活動についても自粛が続く状況です。 

今後の活動につきましては、新型コロ

ナウイルスの感染状況を踏まえて、検

討していく予定です。 

社会福祉法人あひるの会 

障害福祉サービス事業所あかね園 施設長 

障害者就業・生活支援センター センター長 

     松尾 公平 様 


